
1 目的

2 主催

3 後援

4 協賛・協力

5 日時

6 場所

7 競技規則

8 種目と

チーム構成 ※６名以上のチーム編成で申し込むこと

全国ソフトバレーボールフェスティバル選考会

①全国スポレク ４０歳以上の男女各１名と５０歳以上の男女各１名と交代選手 モルテン

②全国シルバー ５０歳以上の男女各１名と６０歳以上の男女各１名と交代選手 モルテン

③全国レディース １８歳以上の女性２名と４０歳以上の女性２名と交代選手 ミカサ

(年令基準は令和８(２０２６)年４月１日現在とする。)

※全国大会に勝ち上がったチームは(公財)日本バレーボール協会 MRS登録が必要となる。

　また、チーム編成は６名以上で、アクティブリーダー資格者２名以上が必要となる。

※原則上位１チームを代表として推薦しますが、マナー違反やルール違反があるチームは選考しない場合があります。

9 参加資格

10 使用球 (公財)日本バレーボール協会制定ソフトバレーボール(モルテン・ミカサ製)を使用する。

11 審判

12 試合方法

13 参加料

14 申込方法

15 申込締切

　　　〒３２９-０４３４ 下野市祇園３-１-１ ミラパセオ自治医大プラザ6号　　　関根準司　宛

令和７年５月９日(金)必着厳守　(連盟ホームページ、メール、郵送にて期限までにお申込みください。)

　※FAXでの申込みはトラブルの原因となりますので受け付けません。

　※大型連休がありますので、お早めの郵送をお願いします。

　※要項及び申込書の電子データは、ホームページに掲載します。　http://www.tochigi-svf.org

　(３) 下記住所へ郵送

栃木県ソフトバレーボール連盟に登録した者であること。

相互審判制とし、申込みに登録した審判員(選手または監督)で割当ての試合の審判を行い、

終了後速やかに結果を報告する。

審判員は各自にて吹笛用ホイッスル(長笛・短笛)を準備すること。 ※電子ホイッスルは不可とする。

参加チーム数に応じて、予選リーグ又はリンク戦・決勝トーナメント戦等とする。

組合せは主催団体の責任で抽選を行い決定する。

３,０００円(当日持参ください)

所定の申込用紙及び県連盟個人登録者名簿に必要事項を記入し、下記１～３いずれかの方法にて申込むこと。

※エクセルのデータは連盟ホームページよりダウンロードできます。 ： http://tochigi-svf.org/

　(１) 連盟ホームページ申込ページにエクセルデータまたは写真をアップロード

　(２) 右記メールアドレスにエクセルデータまたは写真を送付 ： tochigi-softvf@tochigi-svf.org

チームは監督 １人、キャプテンを含む競技者 ４人と ４人以内の交代競技者で構成される。

令和７年度

全国ソフトバレーボールフェスティバル栃木選考会　開催要項

生涯スポーツの一環として、幼児から高齢者まで幅広い年齢層の人達が共にバレーボールを楽しめる機会を提供する

ことによって、家族のコミュニケーション、地域社会の親善や健康・体力の向上を図り、バレーボールの普及・振興に

寄与することを目的とする。

栃木県バレーボール協会 ・ 栃木県ソフトバレーボール連盟

小山市立体育館サブアリーナ　小山市塚崎１４０８-１　(TEL：０２８５-２８-１２５０)

栃木県 ・ (公財)栃木県スポーツ協会 ・ 小山市 ・ (公財)小山市スポーツ協会 ・ 株式会社下野新聞社

株式会社モルテン ・ 株式会社ミカサ ・ オリエンタルウィッチーズ

令和７年６月１日(日) 午前９時３０分 ： 集合 ・ 受付　　※役員集合 ： 午前８時４５分

(公財)日本バレーボール協会制定の２０２５年度ソフトバレーボール競技規則を準用する。



16 ユニフォーム規定 (１) 選手のユニフォーム(上下)は、清潔で、チームにより統一された色と形のものを用いなければならない。

「選考会」

(３) 番号は胸には最小限１０ｃｍ、背中には最小限１５ｃｍの高さで、字幅は２ｃｍ以上とする。

　　　なお、キャプテンマークは腕章(アームバンド)で代用することができる。

(５) 監督は左胸に監督マークを付けること。

(６) 番号の大きさ、字幅は上記３に示すとおりとするが、胸部番号の位置については下図に示す枠の範囲であれば

　　　中央でなくても良いものとする。ただし、肩や胸部サイドの位置は禁止する。

(７) ユニフォームの上下の関係は以下のとおりとする。

(８) ユニフォームの上は以下のとおりとする。

　　①ユニフォームの袖の長さ(半袖・長袖・袖無し)は同一とみなす。

　　②半袖・袖無しのユニフォームの下に長袖のアンダーシャツを着用する場合は、チームで色を統一することが望ましいが

　　　できない場合でも同系色までは認める。

(９) ユニフォームの下は以下のとおりとする。

　　①短パンとハーフパンツの併用は認める。

　　②色についてはチームで色を統一することが望ましいが、できない場合でも同系色までは認める。

　　③タイツ、スパッツは、アンダーパンツとみなしチームで色を統一することが望ましいが、できない場合でも同系色まで

　　　は認める。

　　④パンツのラインの有無は統一が望ましいが、やむを得ない場合は最小限のものに限る。

(１０) ゲームベストを着用する場合は、必ずチームで用意するものとし、ゲームベストの下に着用するユニフォームや

　　　　アンダーシャツの色はチームで統一するか同系色までは認める。

17 その他

18 全国大会情報

令和７年１０月１７日(金)~１９日(日)：JVA第２７回 全国ソフトバレーボールフェスティバル レディース函館(函館アリーナ)

令和７年１１月２１日(金)~２３日(日)： JVA第１４回 全国ソフトバレーボールフェスティバル スポレク京都(島津アリーナ京都)

(３) この大会について不明点は、下記までお問合せください。

　　　メール ： tochigi-softvf@tochigi-svf.org

　　　副理事長 ： 関根準司　TEL ： ０９０-３３４８-８０２３

　　　競技委員長 ： 岸本朋代　TEL ： ０９０-２６４８-６９２６

　　※平日の日中は携帯に出られません。留守番電話またはショートメールにメッセージを記録ください。

令和７年１０月３日(金)~５日(日)：JVA第３３回 全国ソフトバレーボールフェスティバル シルバー山口(維新百年記念公園維新大晃アリーナ)

(２) 得点板用のチーム名札を作成し大会当日持参すること。

(２) ユニフォームは背部中央と胸部にユニフォームと異なった色の１～９９の番号を付けたものを用いる。

(４) チームキャプテンは、胸の番号の下にユニフォームと異なった色で、長さ８ｃｍ、幅２ｃｍのマークを付ける。

　　①ユニフォームは上下を１セットとして考える。

　　②ユニフォームの上下の色は違っても構わないが、具体的には８. ９に示すとおりとする。

(１) 本大会における傷害については、応急処置は行うが、その後の治療については責任を負わない。

　　　スポーツ傷害保険には、各チームの責任において必ず加入しておくこと。


